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はじめに

このii〆I

ろことであるが， その過程でセイロンの輸出偏奇

的経済構造山実態をIJf］らかtこし， また誌げのシミ

ュレーション分析により， 1次産品価格支持の効

果，輸IL'r（足達によら同際収支困難の打破の可能性

などの分析を行なった。

I セイロン経i行（！）概語i

セイロン経済はイギリス植民地支配のもとで，

茶・ゴム・；コナソソ製品の供給地としず特化さ

れたために，食撞その他の消費財はじめ資本財な

どは園内供給が十分に行なわれず，輸入によって

国外から供給されてrた。

第2次大戦前においては主要 l次産品の需要の

伸びが高く、また多陀多死の人口パタ ンによ v 、

て人口成長が低く押えられていたために消費財需

要の伸びは低く，間際均衡は維持されでL、た。

しかし戦絞の＂一， .1 ア撲滅を、Jじめとーる医絞

制度の普及によって多産少死生lの人口パターンに

七じると『 急激な人口膨張山崎主り， 三た政治！灼

独立を達成して独自の開発政策をすすめるように

の野 昂

なると，消費財・投資財の輸入が急激に増加した。

他方， セイロシの特化している茶・ゴム・ココナ

ッツ製品の輪tlH:tIU：界市場における供給過剰， 代

替品の発明，低い需要の所得弾力性などによって

伸びず，国際収支は悪化した。このためセイロンで

は強力な翰入制限により国隙収支のパランスを計

ろうと Lているハ こうした努力にもかかわらず，

50年代前半には 10信1レピーを超えていたセイロン

の外貨準備も 60年代にはいると 3億ルピー前後に

減じてしまい，輸入制限はますます強まってヤる。

このために経済開発には不可欠の投資財輸入が押

えられて工業化は遅れ，輸入中間財不足のために

既存ゆI設備の稼動率も低水準に落ちている。

このように国際均衡を維持するために国内均衡

を議：！生にした政策予段がとられたために大量の失

業を生ぜしめることになった。職業安定所登録の

失業？？数は 1963年に15万2000人であったものが、

1966年には237]9000人に遣した。これは実質的な

失業者数を示しておらず， 中央銀行推定では63年

iこは総労働力の1:l.8%すなわち45万8000入が失業

しているといわれた。 との比率が増加したとナる

と66年には実に72万人近くが失業状態にあること

になる。

この膨大な失繋，fr／乙職を与えるためには，輸入

制限認手IIによる同l人j経済活動の活発化が必要であ

り， さらにそのためには現在のほとんど伸びを示

していない輸出を促進することが必要となる。 こ

れと同時に l次産品輸出に依存するモノカルチャ
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Ⅱ　セイロン経済モデル
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一的経済構遣からの離脱，国民経済の確立をはか

らなければならない。茶・ゴム・ココナッツ製品

の輸出lま総怖出（T)93%を！片め，国民総生産の20%

以上をも占治ている。輸出の60%を【iミめる茶につ

いてみると『若年層のコーヒ一八の転向宅ティー

バッグによる使用量の減少， アフリカなど後発低

開発諸国の低賃金労働による製品との競争などに

より輸出量は伸びず，他1iでは世界市場；ιぉitる

過剰供＊合により価格が下落しつつあり，検出額に

おいて低下をくいとめるのがやっととい行状態で

ある。ほかの商l思についての事情はほとんど変わ

ゥていない。 したがって今後は上記 1次産品以外

に輸出を多様化していく必要がある。

以上概観したように輸出偏奇的経済構造と国際

収支の長期的不均衡と失業とはまさにセイロ〉経

済の悪循環の三つの局面で， この構造を予測的手

法を用いつつ分析することがこの小論の目的であ

る。

II セイロン経済モデル

前節で説明したセイロシ経済の悪徳環を全体と

してそデ、1レで表現しようと試みたが，統計的制約

もあって，後に示したような形のものとなった。

まず，失業問題への接近は労働力統計・失業率統

計など労働力そのものの把握が困難であるばかり

でなく，労働力の需給を決定するメヴニスム心理

論的解明も不完全就業閣題などもからんで不十分

であって，分析の対象からはずさざるをえなかっ

た。生産水準については生産関数の設定が悶難な

ために需要国から接近せざるをえな／J• った。以上

のように考えると， けっきょく国際収支の制約を

中心tこ置u、てモデyレを構築することが統計資料の

制約の中での最も適切なものと考えられたっまた

通常の短期的モデ、ルでは価格は内生的に取り扱わ
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れているが，物価が非常に安定的であるので貨幣

タームのデーターをそのまま用いた（もなみに1951

年から1%0年の10年間における物錨の上昇率は0.7悦く

らいである〕。

モデソレをブローチャートで示したのが第1図で

ある。

各構造方程式の推定結果は以下のとおりであ

る

〔行動方程式〕

( 1 ) CPF= -369.46+0.1125CPF_1 +0.2506N 
(0.'2877) (0‘（）芯29)

(R2=0.9223) 

( 2) CP0=-153.15十0.2958CPQ＿，十0.'2811Y 
(0.1999) (0.0820) 

(R2=0.8534) 

( 3 ) IP= -398.06十0.0538K-1十0.'200F
(0.00112) (0.1249) 

(R2=0.7602) 

(4〕 MF=484.21 +0.1892CPFー0.0312¥1
(0.1717) (0.0178) 

(R2=0.5265) 

( 5）ル10=615.58+0.0684CP0-0.5867Y2
(0.0460) (0.2302) 

(R2=0.6094) 

(6) MKニ 102.02十0.17371P十0.5475／，じ
(0.1574) (0.4993) 

i 0.0800F (R2=0.620l) 
(0.0784) 

( 7) MM=l35.79+0.3809Y2十0.1616F
(0.1788) (0.0609) 

(R2=0.4349) 



( 8) ET'=-26.22+0.3944MTWO 
(0.0147) (.R2=0.9050) 

(9) CG=-34.27+0.0376Y十0.8144CG→
(R2= 0.9863) 

【関係式および定義式〕

(10) Y1 = 1170.91 +0.2791 Y 
(0.0349) 

(11) Y2=344.75+0.0521 Y 
(0.0187) 

(R2=0.8295) 

(R2=0.3425) 

(12) ET= 602.47 + 6.0575ET' +5.6153PT 
( 1.0525) (2.0845) 

(R2=0.7058) 

(13) EO= 1804.84-16.1774T( =t-1900) 
(5.9152) （長2=0.7058)

(14) DP= -616.28+0.0492K 1 (R2=0.8180) 
(0.0064) 

(15) Y=CPF+CPO+CG+IP+IG+J 

+EXPO-IMP 

(16) EXPO=ET+EO 

(17) IMP=MFートMO+MK+MM

(18) F= IMP-EXPO 

(19) K=K-1-DP+IP+IG 

E記号〕

y GDP 

CPF 民間消費支出（食糧〉

CPO 民間消費支出（その他〉

CG 政府消費支出

IP 民間総固定資本形成

JG 政府総固定資本形成

DP 減価償却

EXPO: 財・サービスの輸出

ET 茶の輸出

EO その他の輸出

ET : 茶の輸出〈量）

MTWO：世界の茶の翰入

PT : 茶の輸入価格

IMP : 財・サービスの輸入

MF  食糧の輸入

MO  その他消費財の輸入

M K  資本財の輸入

MM  中間財の輸入

F 援 助 額

K 資本量

Y1 第1次産業よりの所得

Y2 第2次産業よりの所得

J 在庫増加

N 総人口

各行動方程式についてその想定のしかた，推定

結果などについて若干説明しておこう。

(1) 個人消費支出

個人消費支出は食糧とその他に分割して考え

た。食糧は生活必需品的性格をもっており，国際

収支の制約があっても輸入せねばならない性格の

ものであり， その他はそれほどの緊急度がないの

でこうした区分をとった。 この事情を反映して行

動方程式I1）の食糧消費では需要の主説明要因とし

て人口をとりあげ， トレンド的な意味でラグ付の

食糧消費を加えた。その他の消費は所得とトレン

ドによった。

(2) 政府消費支出

政策モデノレとして考えるとすべて外生的に決定

することが考えられるが， ここでは経済規模の拡

大に応じて伸びるものとして所得とトレンドによ

って説明した。

(3) 民開設備投資

一般に先進国の短期予測モデルで特徴的なのが

この間数で，景気指標である利子率により投資が

決定されるものとしている。 しかし，この裏には

資金市場の確立と民間企業の資金が金融市場中心

に調達されるというメカニズムが仮定されてい

る。低開発国ではこうした意味での資金供給源は
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Ⅲ　モデルの予測能力の検討
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確保されておらず， したがって利子学iもモれほど

有効な指標とはなりえない。 こミでは外国からの

1t.t _{i：，供約でふる提助と設備能力あるいはトレンド

的弘意味を j，つ期首の資本残高を説明変数として

採用した。

(4）輸 入

エカフェ統計に準じて轍入を食糧・その他消費

財・資本財・中間財の同つに分割したけ食糧斡入

は食糧消費E第 l次産業の所得（侍力口伝fi艦率一定を

仮定すれif、生I遣をか！,Jcす／〉〉によって説明した＝その

他消費財の輸入はその国内での消費と第2次産業

の付加価値によった。資本財輸入は投資と援助額

とで，中間叶輸入日工業生夜活動水準を示す第2

次産業の付加l価｛［1［と援助とによ～え。長助額が説

明変数として用u、ムれているのl士、 その量が生活

必需品的な性格（すなわち切りつめることが可能な）

のものでないので，外貨の利用可能の範囲内で脅

えようとするためである。

’推定結果い係数誤差・相関係数ともそれJ王ど良

重［ではないレー十jJ予条件がほぼ慌たされているの

でその三まflれ、る三ととしだ

(5）輸出

第 I節でも述べたようにセイロンの輸出の90%

以上が茶・ゴム・ 7 コ寸ツ、ノ製品の；1穣で1Sめら

ってこのそデルの特性を検討したい（現実値・推定

績につU、ては付表参照〉。

まず第 lに現実fl立とそデノレの内挿結果とをグヲ

フに描いてみよう c 結果は第2図から第7閣に示

されている。これを見るかぎりでは輸入量と国際

収支赤字の 2項目を除けばほぼ満足すべき推定結

果を得たと考えられる。

この感覚的な結果を A・タイルにしたがって若

子理論的に検討してみよう。短期モデルでは予測

し陀いものが変化の最とともに変化の方向にあ

る。変化の方向については紙回点テストを，その

最につい℃は不等度を利用して検討が可能である

が， 前二？？については用し、てU、る資料が年ベースの

ものであり， ほとんどの指標が単調増加の形のも

のであるので、あま I]意味がない。

次に不等度係数による検討を行なう。不等度と

は次の式によって定義されるもので， Y＝α十戸X

において白工o,,8＂＂ニ 1の場合の相関係数にあたる

ものである。

Jミ：x(Jう－A,)2

U一 一一三一ご一一一－ ザ

w；以2↑ザ；－l'A;"

ただし Pは予測値， A は実現値である。

ζ の係数は I';=,cL，すなわち完全に予測された

れている。そこでこわ冷のおのにつU、て数長挙｛，r: 場合にじり， f三等度最上の場合には 1となるο こ

てゴ〉推定を（rな－.えが‘茶を除いてi土満足すべき

結果が得られなかった...FAOなどによる予測数

値もあるが一応茶につL、てはこの予測値を， ほか

l士一括して外生的に取り扱った。茶の輸出肢は世

界の輸入需要｛こ..t ，＿，て説明され filh額示示の摘出i土

価格と析出没の l；；と関fょとした。

m モ与 yレ，）〕予刊能！＿， の険討

第H節に示したモデルの内挿結果と誘導形によ
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の結果tk第1表にみるとおりである。われわれは

この係数の検定のための用具をもってはいない

が，輸出入差額以外についてはほぼ満足すべきも

のと考え ζよ方通ろう。

次；こ誘導形によ J てセイロン経済の構造的特貨

をIYJらかにしよう

われわれが第 I節で指摘したように，セイロン

経済の特質は輸出依存型ないしは国際収支制約型

経済であることにあるので， この面を特に強調し
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Ⅳ　セイロン経済の予測（1965～70年）

1968090088.TIF

9.1121.dPTとなるつ輸出価格が指数で 1ポイント

（支際の iポンド円fこり価格で示すと約0.02Jc,仁》ー〉

変化寸ると国民所得が 900:rI 1レピ一変化干ること

% l；吏イ； ':,;: ！え｛系勢；

(inequc1 lily coefftcient) 

11.0246 

（）今0884

O 0217 

1>. o:n, 
け 482リ

0.01 t：：パ~：r li'i C正/1',
0 l)l')8 ":1ト J., 

0 IH:i7 車'il Hl 
I) II i五H :. 1:¥11 人

O.(nリ，i 1(i :n人、i E点

｜司｜吋託生！げ

第 l，＼：，をきた11fi:t 
f;(; '.' ;¥iJ主1ヒ戸iJfil)

f.::: f:，＇，ぴ） ii': I: 
その他の；i'iii 

にf仁る〉

1ム・ゴ二1 j ッ、ソ製；＼ムで、ほとんどが占められて

いると内他の輪111rF.OJも国民所得ぜ＼の影響it 波及

的効果fをためて l.li倍強とな J Pているつ

輸入へ山影響：工人IH腎と政府投資のみが fラス

レて ν＇！誘I.Hf'. 】＼二lハfてふヘ i二、-・ ' L、、
l／，；，；ど；1を示－j

し，う・し後手干の係数；土0.756らと高〈，

!00万，1,.Iニーハ政府投資がf-rt[ l，れるとそのため

に百万ルピーの輸入増とえるc 投資が輸入によ〆 F

しム ）ー！、ス
乙 JL ,;, 

換言すれば国際収支のて保;rl：されるという構造，

そしてt交資を品＠EH－－ると L、.－－－！ tiliirr 

変化量に上る部門を部門別にさんに7-ょてみ七う

日lj(I);p，か淳一形iよ以下の主うである

JM  F 0.005LlJG 

ゴ九10ーー0.00““JJC:

flj作’,J/J邑輸入を，

::%1<.:¥+0.ゴ！JlIX! 057げKIG

ii 70:JK.¥rf'H'O !---'.l.l l 21 l'T: l.46S4J 

寸 1科2・.n::<J十

[Ji 1》 Ii以ユ6十t).06み4入・＋ o.75β云！（；

(l.liiS<i:¥lTWU・ 2.1 i＜込ll'T

.(J.Oll0-1./---1us2::_D) 

F=2t:-:r;.:: I 001i:1-t人＇..！ 0.,.---,li:i/(; 

059付討.＼FIマH

U1<2:lκ（） • ' 

y : l : 

t ，、
｛央h' 

O.Ll:)7.:1/(,' 

0.6:H4J Jc; 

J;¥11Hご

.:111/JK二

。）は；l己it'.:＇.記数によ J J ご活だされる分

を／｝ミしfこも（／）ーである ι

~{:II r，依存引を示！ーものとしと口、「，｝川

たj二し l斗

二のように政府投資の増加によゐ食糧その他の

このために必要と消費財輸入への影響はノト主く，ヱず［世界の茶山守！？を：；こ， ) 1，‘ぐ変化

J Y二 o.7mn..1:irn1

--- ' - 折 、句戸一三；，‘ぐさん人

される中間財・投資財の増加に上 I）輸入i士大rl屈に

またこのモデルが投資の投資HtJJIIするのであるυ

"(}j影響をJラえてし、ないので

、＞ ti;う｝Jll-Jゐと

泣C'JJI；で示すと、

すた；！ ) :-, llcl:!r平日茶山輸人 ＇，'iii要／ト i

lliJ j t「コiJii与えl』 7(1()ll I: -tt'/JJII ずる

口ン，：Hii：！件！行局iニ，，cil、ご現在の；

輸入の増大はその.1:'i，；二Lιえはどイ

まと援助必要客員 Cl母際収支の赤字）の増大となる。＇，.ーをお；コ〈し

二二に開拓した予測モデルは－t，イ二，f）ょう tこ、え，／；.

ヒ一のJ［立入かtどな〈；、二どをj古、ド4；；つ〉 またそのドン経済の特＇i'.tをkしく反映しており，

h;(il能力もいぼ満足しうるものでめること心：11JJ,・, 一こ」iめられてi且民！Yr刊し＇）ど（）り ＜； /J・茶の！民主t::Uf.こιv

' ' ；』，__ 
i，、て Ik J ’／」コ主主，J>/1'1i1与をf]jv）医学f1, 

弓1,f]:c'lセf¥! v 山 i; 'Jjミ(/).' ；，ン J、

十
A

r
L、、‘

 

J
 

J
 

－
 

h
L
 

／
C
 

むイロン経i斤の （制（1965～70if)IV 
d1H；にj_: i ; ＜＇.，仙i出；tl！心I:re♂｝ゴメ； ・cヒ・－／：I：ンド

HJ：の分析によりこのモデノレが満足す；壬き i.(71 :t1%:{"'¥cfこit を！こークに日（J(fi¥:f全半からfl(I' Cと

以トにむし、て子;1l1JをでιふることえJ～l,i, ・っfこので？，

'h令leう。

二，／J,ji計十円1fti十九fl巳iごの

l司l（所得， . ,n ~；；料いぞ＇； ~- :Jン変fヒ！1＼でj、／与と， jy 

86 

仁 Li三，， ；！こコ



第2J英外生変数に関する仮定

｜サ府投資｜世界の茶茶の輸出｜茶以外 i人口｜在庫
し一一一回輸入 価格r lの輸出

11965年4! 1965年621965年をIs億ル！成長
引億ノレピー｜万トン， 94に，以｜ピーで｜率
引以下5000！毎年1万下 1%ず｜不変 ｜ I I 12.4% 
λ｜万ノレピー：トン増 つ低下し｜
rlずつ毎年i ；ていくも｜
｜増加する｜ の ｜ ｜ 

引事 後的に｜同上｜向上｜同上
刻芋定され｜ ｜ ｜ 
HI= I I I 

11965年41同上；1965年を l 成長率｜同上｜向上
ケ｜億ルピ－I :9sに，以 l ' I : 
~i 以下soool l下不変 -: 3.5%, ! 
λ｜万ルビー｜ ; ' 
皿｜ずつ毎年｜ , I 

｜附加する1 ! 

〔注〉 (1) 財政支出予算によって政府消費の計闘値

を得ることは可能であるが概念的な斉合性が欠け
ているので利用せず，ほぼ過去の趨勢に見合った

増加を仮定した。
(2）世界の茶の輸入需要は1951年の45万トンから15

年間に約15万トンの培加がみられるので， 65年を
62万トンとして以後1万トンずつの憎加を見込ん

だ。

(3) 茶の輸出価格は下降傾向にあるのでほぼ過去の

ベースで下落するものと仮定したのが〔ケース C
と〔ケースE〕であり， 〔ケースill］では不変と

若干有利に仮定した。
(4） 茶以外の輸出は1950年代より下降傾向にあり，

ゴム・ココナッツ製品の輸出も停滞的であるので

今後かなりの輸出努力を前提として〔ケース IJ 
および〔ケースH〕では8億ルピーの水準を維持

できるものと仮定した。 〔ケース皿〕では輸出が

好条件に恵まれた場合として平均3.5%の成長を

仮定した。

15）人口の成長率は過去の趨勢である 2.4%とし

た。

｛日） 在庫投資は本来ならば経済的に重要な変数であ

るので，内生的に取り扱わねばならないものであ

るが，資料の不足より外生扱いとし，しかも今後
5年間は増加しないものとした。

この場合外生変数に対するデータの与え方によ

り次の 3種の予測を行なった。〔ケース I〕は過

去の趨勢に従った単純予測，〔ケースH〕はセイロ

ンの経済計画に仮定されている国内総生産成長率

5.2%を達成した場合の，他の変数の動きをみる

政策的予測， 〔ケースE〕は国際収支の不均衡が

1970年に是正されるものとして，他の変数の動き

をみる政策的予測である。

第 3表 セイ ロン経済の予測（ケース I〕 （単位： 100万ルビー〉

1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 

同 内 産業源泉別所得 民間消受支出｜政府消費｜民 間！ ン
宇

本

y I Y1 I Y, C庁 i CPO I CG I IP I DP I K 

7,:-l35.2 I 3,218.2 I 727.2' 2,668.6. 2,674.41 1,099.2 i 711.3 i 381.41 20,915.6 

μ認~ i f i~l:{ ！ 惑わ fiit~ i t~2t? I f Jgtj I お： ~I 器配法務；
8,407目。！ 3,517.3; 78:-l.l; 2,899.31 :-l,080.8 I 1,265.4 I 848.1 I 489.5 I 23,315.6 
8,768.7 I :,,618.3 so2.o I 2。979.0I 3,223.0 I 1,326.4 I 898.7 i 531.8 I 24,232.5 
9,145.8 I 3,723.5 s21.6 I :,,060.4 i 3,371.1 I 1,390.2 I 951.s I 576.9 I 25,207.4 
9,548.0 I 3,835.8 842.6 I 3.14:l.7 I :-l,527.9 I 1,457.3 I 1,006.3 I 624.巨川 26,238.8

財およびサービスの輸入 l財およびサービスの輸出｜国際収支赤

食 糧告す高中間財（投資財 J 合 計｜ 茶 ｜合 言十字（＝援助）

~A!F ! I'v!O ,---J11''!_ .. :_ l¥1よ ! ll'v!P-1~ ET -; 云函－I F~- 
888 . 6 ! :-m . 9 42s目。 1 410.4 2,098.9 I 1,212.8 [ 2,004.7 94.2 
898.8: 369.2 442.7 1 46,1.2 ! 2,174.9 ! 1,238.0 I 2,038.0 136.9 
911. :-i 1 36必 11 45::;_5: 500.5 , 2,2:,:-1.5 / 1,210.6 I 2,010.6 : 162.9 
923. o I :-366 . 9 : 464. 4 ! 538. 1 2, 292 . 4 I 1. 304. 9 I 2, 104 . 9 , 187. 5 
934.9 I 365.5: 475.l i 576.l, 2,351.6 ! 1,342.3 I 2,142.3 i 209.3 
947.0 I 364.1 I 485.fi I 614.2 2,411.1 I 1,382.8 I 2,182.8 I 228.3 

959: ~J. 362 -~ I 49f>.:, l一戸竺竺ワ ＿＿ ！子山一2竺o.6I z3s.4 
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Ⅴ　若干の政策的意味

1968090091.TIF

この結果はそれぞれお ：~ 1-¥., 第4表、 ';fJ 5表に

示され，予測僚はケース I' ケースEについては

グラフ（第2図～第7図〉に示されている。

外生三変数にHJする仮定およびその際の予測手続

は第2表；二示すとおりである。

次に若干予測結果を検討してみよう。

〔ケース ljでは輸出の見通しが趨勢に従；てほ

とんど似iびないものと仮定されているために， 国

内総生産の成長率は 4.3%で1953年から10年間の

成長率4.0%とくらべても 干高いだけである。

この場合には摘出の停滞i二七れかわらず経済成長

は完全tこは滞ることはなく、 そのため拾入は増大

するので国際収支の赤字は 1965年の約 1.4億ルビ

ーから 2.4億ノレピーへと約1信ノレピー増加するも

のと思われ， これだけの援助額がほとんど底をつ

いている外貨準備をこれ以上減少させないために

は毎年必要となる。

〔ケース n〕では輸出が過去の趨勢どおりにとど

まるものと｛反定して， 七イロン政府の目標として

いる国内総生産5.2%の成長が実現するためには

どれほどの政府投資が， またそれにイ半ってどれほ

どの援助が必要となるかを予測した。 この結果致

府投資は lCJ川年の 3.8憶ルビーから 98億ノレピー

へと 3倍に近い伸びが必要とされ， 同時に国際収

支の赤字も 1.2億yレピーから4.5倍ルピーと〔ケー

スI〕の約コ債の援助7）＇必要となる。

茶の価格／，＇，国際協力などによって維持されしか

も茶以外の輸出が製品・半製品に対する特恵関税，

I次産乱；土井Jする関税dI Fげなどにより平均3.5%

の率でf11むるものと仮定すると， 第 G去にみるよ

うに政府投資のかなりの伸びは必要とされるが，

国際収支は急速に好転して赤字幅は縮小してい

く。

また lケースH〕でい政府の総支出の国内総生

重ij6表 政府投資と民主ザj必要額

（単位： 100万ルピー〕

政府投資 援助必要額

iケ｝ス II iケースIIAケ一スIIIケ一スR

380.5 124.5 I 114.4 
459. 7 ' 245. 2 I 117. 4 
525.1 • 327.8 I 105.6 
587.7 885.9 I 88.4 
651.9 • 430.4 I 67.9 
719.0 ・ 446.0 I ,Hi予三

（註） ケース II:¥ i t本文中に末、Lた点の仮定をノ変更
したもの。

産に対する比率も 20%から25%へと上昇する。 明、．． 

の5%の増加を増税によって士かない， しかt、外

関より 4.5龍fl,ピーの援助がない場合には， この

闘機成長率 5.2%は達成困難である。

〔ケースE〕では国際収支ギャッフ。をなくして，

自律的成長にはし、るためにはどうしたらよヤかを

検討したもので， 国連開発のIO年の呂標である国

内総生産5%の成長率を維持しつつ， 経済が円滑

に循環しうるためには輸出がともに好条件に恵ま

れる二とが必主さである。 すなわち茶の価格社1965

年の水準を保ちその他の輸出は 3.5%の率で成長

することが必要となる。 この結果輸出は，全体と

Lて年率2.1%の伸びが仮定される。

V 若干の政策的意味

セイロンについてのモデル分析によって上記の

ような結果を得たr 以下にこの結果のもつ政策的

意味を簡単に述Jζてみたか。

現在の輸出の停滞が今後 2～3年続くものと仮

定すると〔ケース I〕でみたように経済成長率は

過去 10年間の成長率をほとんど土回ることはでき

なv、し， 援助の必要額も増加せさるをえない。そ

こでセイロン政府の目標である 5.2%の経済成長

不を達成するためにはどれほどの援助と政府投資

が必要となるかをみたのが〔ケースE〕で，
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ゾ）経済構造に変化がなu、i;hぎり二の目標を達成す

ることは不可能に近か。そこで先進諸国の協力を

本jて茶の価格支持泊、実現 L, ゴム・ココナッツな

どの 1次産品の輸出が伸び， あるいは製品，半製

i'i/1n輸出／ン‘伸びるとすれば，援JJ)J必要額七低下し、

政府投資も？？？干ではあぷが少な〈てすむ竺とにな

る。 さらにこれらの輸出L関す ~'.i 1)1.定治h満たされ

て，， ＇れば‘政府投資が国内総生産；士対する比率を

ほとんど上げることなしにら%の成長率を遥成し，

しかも 1970年には必要援助額を 0にすることも可

能である。

国 内 総生

1956 5,384.2 i 5,611.4 
1957 5,607.9 5,6:16白9
19:iS 日，817.7I 5,;,-1/i.9 
l＇当日9 h喝259.i 6，己：戸1.6
1960 6,5:12. 3 6,474岨3

1961 6,544.2 6,587.2 
lリ62 li,877 :: 7,011'.¥.5 
lリ63 “，979. Ii 7, J(l(),4 
1964 7,342.4 7,3:l5.2 

！？？ 

'.¥02.¥1 

:!27.2 

付 表

このようにかなり限定された仮定のもとに行な

われたそデlレ分析の結果からも明らかなように，

←［c ｛ロンのような輸出依存的紅済の発展にとって

は輸出を促進することが最も効果的であり， この

匝lで、の先進諸国の協カが媛助よりもより必要と，B

われる。

（単位： 100万／レピー）
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619.7 一 35.7 

2,8什7.:¥: :!,651.6 245.7 7/lK.0 f,21.3 15(i. 7 

2,57:;.:; 2,7,¥7.1 行37.3 - 70.7 
- 29.0 : 2,628.9 2,744.2 

一163.メ｜
-115.3 

州 61
581.8 638.6 - 56.8 

270.8 2,648.2 2,719. l 一 70.9 605.7, 635.0 - 28.3 
。＿：＿， 2,Tlil :! ?,718.0 187.バ fil2.6 , (,71.1 - 58 5 
58.0. 2,888.0 2,977.9 -189.9 611,4 I ti82.3 - 67.9 

- 4:-l.O 3,040.5 3,009.4 i :31.1 675.3 1 688.2 - 12.9 
126.'.'. 3, 1わKI) ：：‘ l'.'5.6 42.4 769.l 
120.S I 3,IS7.4 :1, I立 6I 34.8 7：；リ8
7.1 :-l,318.7 3,218.2 100.5 747“O 

. ilJ所） ll N. :EIAFE:, Fcono川 1, Surιり F of Asia and the Fεu 1:ast, 1%7, 60, fi:¥, 66 

U. N., Yearbook of National L1ccounts Statistics, 1958, 64, 66. 

付 表 2 （単位.100万Jレピー〕

一一一一 一一一

午
叩 市 山 ｜ 品 . . . . . ＇士 i叩口 3と~全ー'. 現 実 値 誤 差

1:)51 1,700.0 1,7,';7. 7 , 87. 7 1,861 . 0 1,5ら1司7 f,01.4 ,198.4 :LO 
I'JSZ 1,830.0 l,Kci:i .2 2s.2 I 1,82り｛｝ i‘S93.2 570.9 :,45.0 26.9 
1953 1,986.6 1,916.9 ti9.7 1,685.4 1,638.7 619.3 585.6 33.7 
1954 2,000.0 i 1,981.5 i 18.5 1,555.0 1,814.1 598.6 641.2 - 42.6 
]!1:,5 三，140.!1 2,IL川6 101.:: 1,828.1 l、お74.7 62持6 fi87.6 - 59.0 

1956 ヰ，018.<) 2,097.8 79.S 1,728.1 l,'l7ti.8 I 250.7 66;i.4 736.9 - 7J 5 
1957 2,278.6 I 2,163.5 us . 1 I 1 , 807. o 2 , o 16 . 1 -209.7 747.3 778.1 - 30.8 
］廿:c,s コ，233() 2,2日1i.8 7.. l 1, 963. 1 j :z , 002. 6 - 39 5 867.7 808.2 59.5 
1c159 日‘267.l 2，どり13i 26.2 2,300.li 2, ]'18.8 101.8 ()():, .4 1'59.5 4:'i.'l 
]960 2,356.5 2,368.7, - 12.2 2,491.5 I 2,:-il7.2 174.:l 'l5K.6 lJ09.4 49.'.o 

1%1 2,:.no.9 i 2,445.4: -128.5 2,402.0, 2,38:l.'l 1s. 1 I 973. 91 田4.'.:l 19.6 
｜（川2 ゴ，463.7 2，日ココ71 5'l .0 2,4パモU,' ：人，：，＇（）.7 30. 9 C)t),j . 8 l , 006. 6 - 11 . 8 
1,1吋3 :,,613.:i, 2,c,,,.2. 36.::] 2,45弓 I 三5日付4i 133.:¥ 1,0:0S.l I、052.8 - 27 7 
1964 2,731.0 日.668.6 62.4 2,729.2 ; 2,674.4 i 54.8 1 1,099.4 1,099.2 I 0.2 

< /I＼所〉 十j友 1仁川じ。
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付

民間総固定資本形成 ｜ 減

現実値｜推定値｜誤 差｜現実値

1956 
1957 
1958 
1959 
1960 

1961 
1962 
1963 
1964 

261.:-l 
287.5 , 
230.l 
191.5 
250.,l , 

515. 3 I 
568.8 I 

5,80.l 
639.2 
598.5 

568.7 
617.6 
640.7 
660.0 

（出所〕 付表 1に同じ。

1951 
1952 
1953 
1954 
1955 

1956 
1957 
1958 
1959 
1960 

年

210.9 I 

306.9 I 

340.0 I 

307.4 1 

390.6 

387.0 
464.3 
535.2 
492. l 
545.2 

613.2 
638.9 
692.3 
711.,l 

50.4 
… 19.4 
--109. 9 
-115.9 
-140.3 

128.3 
104.5 
44.9 
147 .1 
53.5 

44.5 
- 21 :-i 
- 51.6 
- 51 :-i 

- 0.0 
0.0 

71.0 
56.0 
18.0 

57.0 
295.0 
221.0 
191.0 
320.0 

296.0 
320.0 
322.0 
323.。

一三一
9
6
0
6
7
9
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1
2
4
4
9
3
4
3
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表

価

推

その他消費財の輸入

現実 M:I推定値｜誤

付 表 4 （単位・ 100万ノレピー〕

｜ 中間財の輸入 i 資本財の輸入

差｜現実値 l雇定｛値｜瓦差｜現実7直｜推定7証言 差

356.2 
388.5 
340.8 
349. l 
331.8 

387.2 
405.7 
444.9 
435.l 
485.9 

377.8 I 

382.2 I 

381. 7 I 

376.1 
379.3 

1961 I 388.5 , 
1962 393.4 I 

1963 262.0 I 

1964 I 300.4 I 

（出所〉 付表1に同じ。

21.6 
6.:l 

- 40.9 
27.0 

--47.5 

10.2 
26.9, 
64.:¥ I 

62.9 
112. l 

13.6 
21.9 

-111.2 
71.5 

年 ｜ 茶の 輸出量（1000トン）

｜育支1訂~伝忌
1951 
1952 
1953 
1954 
1955 

1956 
1957 
1958 
1959 
1960 

1961 
1962 
1963 
1964 

138.4 I 

142.7 I 

152.2 ' 
161.5 
164.5 

157.9 
166.9 , 
186.:-J I 

174.0 i 

185.9 ! 

193.1 ! 

204.9 i 
206.8 i 

206.5 I 

（出所〉 付表1に同じ。

143.0 ) 
145.8 
150.8 
157.7 
159.1 、
163.6 
169.9 
175. l 
182.5 
186.9 

19:3.0 ! 

199.6 I 

205.2' 
211.4 

317.9 
%1.6 
:n4.l 
294.9 
:-l55.。

304.5 I 

36:l.8 
369.4 
331.2 
378.3 

13.4 
- 2.2 
- 55.2 
- 36.3 
- 23.3 

- 5.7 
3.0 
11. 2 
8.5 

- 1.0 

0.1 
5.:l 
l.G 

- 4 9 

305.8 
305.8 
264.5 
212.0 
270.4 

91.8 
7.1 

- 35.2 
- 56.9 
- 65.8 

0.8 
- 32.5 

37.2 
108.0 
74目2

414.1 1 - 21.7 
418.5 I 37.0 
424.l I 8.5 
410.4 I - 85.0 

355. 8 I - ;-37. 8 I 321. 5 
:-l94.4 I 80.6 I 316.6 
42:l.8 I 75.6 I 359.8 
37:l. 8 I 37. 4 I 4 72. 1 
:l94目：3I 29.7 ! 461.6 

42:3.3 I 5.3 ' 392.4 
422. 5 I 55. 7 i 455. 5 
4,l7.8 I 46.5 I 432.6 
428.0 I - 35.9 I 325.4 

付 表 5

の輸出

推定値｜誤

800.0 
723.0 
825.1 

1,105.0 
1,194.2 

1,043.8 
1,021.3 
1,131.0 
1,045.1 
1,095.7 

1,114.0 
1,147.9 
1,139.8 
1,140.9 

812.0 
864.3 
891.5 

1,120.4 
968.9 

1,072.1 
980.6: 

1,019.8 I 

1,on,.3 I 

1,08向.6' 

1,114.9 
1,157.2 
1,161.8 
1,212.8 

- 12.0 
-141. 3 
- 66.4 
- 15.4 
225.3 

- 28 3 
40.7 
111. 2 

- 30.2 
7 .1 

0.9 
- 9.3 

22.0 . 
- 71.9 I 

（単位： 100万ルピー〉
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1968090094.TIF

付 重量 6 （単位： 10077ルビー〕

id・サーヒスの論出 援 ll}J 額
年

｜現支 iiTif＇.主何言一言 ミミ 現実値！推定 if(!

削 I1師 7「1,979.7 - 12.0 95.5 
1952 1,626.7 l, 768 .0 -141.3 119.8 
1953 1,698.2 , 1,764.6 - 66目4 - 45.3' 
1954 1,989.1 2,004.5 - 15.4 -158.8 ! 

1955 2『1)7り.5 l,84S 2 225.3 -222.2 

1956 l、！lfi、c¥.3 1,991.ti . - 28.3 1,776.3 1,850.fl 一745 - 4,i 1 
1957 l司；－＼7:i.9 1,8:lS. 2 40.7 l、979.0 1,930.2 48.8 CJ5.り お［

1958 l，日45.2 1,734.0 111.2 1,934.4 2,022.0 ～ 87.日 288.0 -198.8 
1959 2,016.0 2,046.2 - 30.2 2,175.7 1,937.1 238.自 -109“1 268.8 
1960 2,010.6 2,003.5 7.1 2,208.5 1,994.9 213.6 - 8.6, 206.5 

1961 1司907.2 1,908.1 0.9 1、972.0 2,065.2 64.8 157 1 ' - 92 3 
1962 I‘りわ:i.9 1,975.:2 - 9.3 2,070.3 2,076.,1 104.4 101.2 り.， 2 

1963 l、円112.6! l,Cl24.村 - 22.0 2,0:10.9 2,108.ら 128.3 18:¥.8 - 55 5 
1964 1 ，ν；i三.8 2,004 7 - 71.9 之、作目5.9 2‘098.9 153.1 94.2 5日9

一一一
（出所〕 付表 1に同じ。

付 裟 7 （単欣： 100万1レピー〕

資 本 嚢
年

税実値！推定値 j誤 正：

1951 
1952 13, 563 . 3 13,507 .4 55. 9 
1953 13,967.3 14,043.5 - 76.2 
1954 日 46.8 14 Sl9.7 I 172.9 
1955 14,877.5 15,110.0 232 f, 

1956 15.635.91 れ州3 日34
1957 
1958 16,885.7 16,945.7 60.0 
1959 17,672.:-l 17,558.1 114.2 
1960 18,300.3 18,204.6 95.7 

1661 18回 5.4: 18、890.1, :,s.:, 
1962 19町583.4 19守！）75.5I 7. ！』
1963 20.243.8 三（）ち2ti2.。 - 18 2 
1964 20，伺4.5 20,,115.6 I l l. l 

'•I司究は昭和42;1:iぇ i乱期予測研究会総合〈未完）ゾj

;'\I＇.··ノ •）｝ 約である。·，· > 7諸君ヨを文池山てLデノレで分析・

予測しようとする上記研究の主題の補完部分として，特

殊な終済構造をもっセイロンを，その特色を生かしたそ

デノレで分析しようとしてなされたものである。計算その

他＇ '-I'. j；：大学博士銀｛＇ c'..'y弓可制修JJ;;l二型， ）； i ！ 御援劫を’~,/ 

ーに言己しては；J;；る。

（経済成長調査部〉

（出所） 付表 lに同じ。

アジア経済研究所刊行

経 済援助の研究

原 質天諜

500頁￥ 1750 
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t>概説ー経済援助の目的と理念／援助の実施状況／援助の効果

／援助の拡大の可能性と方l古JC>アメリカの経済援助一援助政策

の［，主史的発摂とJii移／援助の実施状況／援助効果／援助の拡大

山可能性と方向》イギリスの経済援助一経済援助のltf史的背景

／経済援助のPた胞状況／イギリスの対外援助の性椛／今後の課

題じ〉フランスの経済援助／援助の理念と目的の変選／援助の実

施状況／援助の効果／援助拡大の可能性と方向b西ドイツの経

済援助一援助政策の発展と目様／援助実施政策の現況／援助の

：よ’トごと資金繰り／探幼の管理・実施機構t>ソヴエトの経済援助

ソグエト援助の影響とその政策日的／量的発展過程にみられ

た問題点／ 'J；車部媛劫の諸特徴／ソ述題援劫の目的 f効果〔付

録〕研究参考資料

アジア経済出版会発売
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